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【授業形態】
講義

【評価方法】
筆記試験、出席状況、レポート

【テキスト】
系統看護学講座　　精神看護学講座[1]　精神看護の基礎　　医学書院
系統看護学講座　　精神看護学講座[2]　精神看護の展開　　医学書院

佐世保市立看護専門学校

科
目
内
容

精神（心）の危機状況と
精神保健

１．危機理論・危機モデル
２．ストレスとコーピング
３．適応と不適応（適度なストレス状況とは）
４．セルフマネジメント
５．家族と精神（心）の健康

精神症状・疾患の理解と治療
および関わり方

精神障害をもつ人の抱える症状と診断のための検査
　１．精神症状の分類
　２．精神科的診察
主な精神疾患/障害と治療法
　１．精神疾患/障害の診断基準・分類
　　１)精神疾患の分類
　　２）DSMとICD
　２．主な精神疾患/障害
　　１）神経発達症群/神経発達障害群　２）統合失調症　スペクトラム障害
　　３）双極性障害および関連障害群　４）抑うつ障害群
　　５）不安症群/不安障害群　６）強迫症および関連症群/強迫性障害
　　７）心的外傷およびストレス因関連障害群
    ８）解離症群/解離性障害群　９）身体症状症および関連症群
    １０）食行動障害および摂食障害群
　　１１）睡眠覚醒障害群　１２）物質関連障害および嗜癖性障害群
　　１３）神経認知障害群　１４）パーソナリティ障害群　　１５）　てんかん
主な治療法
　１．薬物療法
　２．電気けいれん療法
　３．精神療法

リハビリテーション療法
　１．精神科リハビリテーション
　２．様々なリハビリテーション

　３．精神科デイケア

試験 試験およびまとめ

項目 内容

授業概要

分　野 学科目 2年前期
90分講義 15回
（試験を含む）

専門分野 精神看護学方法論Ⅰ

授業科目 講師

危機状況と精神障害の理解 精神科医師、精神保健福祉士、臨床心理士

1.危機状況と心の働きを知り、精神疾患への影響について理解する。
2.精神を障害された人と家族に対する関わり方を学ぶ。
3.精神を障害された人の症状・疾病と治療および関わり方を理解する。


